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淡路夢舞台におけるホテル等の運営事業者公募に向けた 

サウンディング型市場調査の実施結果 

 

兵庫県では昨年度より、淡路夢舞台の創造的再生に向けた検討を進めてお

り、令和７年９月には「淡路夢舞台の創造的再生に向けた基本的な考え方（案）」

（以下「中間報告」という。）を公表しました。 

このたび、民間事業者と対話し、中間報告に基づき民間事業者の意欲を把握

するとともに、様々なアイデアや各種条件・課題等を整理し、淡路夢舞台の一

部資産を取得して運営する事業者を選定する公募に向けた基礎資料とするこ

とを目的として実施した公募型サウンディング調査の結果がまとまりました

ので、公表します。 

なお、実施結果の概要は別紙のとおりです。 

 

 

                〇問合せ先 

                 兵庫県企業庁総務課経営戦略班 

                 〒650-8567 

                  神戸市中央区下山手通５丁目10番１号 

                    電 話:078-362-3055（直通） 

                 ＦＡＸ:078-362-3925 

                 E-mail: kigyosoumu@pref.hyogo.lg.jp 

 



淡路夢舞台におけるホテル等の運営事業者公募に向けた

サウンディング型市場調査 実施結果概要

１ 調査の目的

民間事業者と対話し、様々なアイデアや各種条件・課題等を整理するとともに、民間

事業者の意欲の把握を行い、もって令和７年９月公表の「淡路夢舞台の創造的再生に向

けた基本的な考え方（案）」（以下「中間報告」という。）に基づき、淡路夢舞台の一部資

産を取得して運営する事業者を選定する公募に向けた基礎資料とすることを目的に実施。

２ 調査の実施概要

(1)実施期間 ・書面調査 ：令和７年９月18日（木）～10月31日（金）

・追加ヒアリング：令和７年11月10日（月）～12月19日（金）

(2)調査方法 ・書面による質問票の回収及びオンラインによるヒアリング

(3)参加事業者数 ・10 社

３ 主な意見・提案内容

(1)中間報告に対する意見

・「民間活力の導入」「資産譲渡を基本とした検討」「夢舞台としての一体的運用」とい

う方針に賛同。

・施設の財政的課題を根本的に解決し、淡路島の観光ポテンシャルを最大限に引き出

すための現実的かつ効果的なアプローチと評価。

・新しい取組（=創造的再生）を評価・選定していただける方針に期待。

(2)施設への関心状況

・ホテル ：〇ホテルは淡路夢舞台のコアコンテンツであり、最も収益性が高い事

業であることから、資産取得を前提として魅力を感じる。

・国際会議場：〇ホテル部分との相乗効果が期待でき、ホテルと一体という条件で、

資産譲渡に関心あり。

(3)一体的な運営を行うための連携や協議体に関する意見

・各事業者がそれぞれの専門性を生かしつつ、夢舞台全体のブランド価値向上という

共通目標に向って協力する関係が、望ましい連携である。

・各事業者がほかの事業者に依存するような連携ではなく、それぞれが自立している

こと、また協議体で協議される「連携」が、一時的な取組ではなく、中長期的に外

からの投資や人の流入が継続されて、エリア全体が自然と有機的に賑わっていくよ

うな仕組みづくりを行っていくことが重要。


	260227MS②結果概要☆管理者後.docx
	記者発表
	記者発表
	資料配布
	記者発表資料

